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11
人･まち･自然　　　輝いて 

　広がれオリーブの輪 
（オリーブ収穫祭での収穫体験） 

　今年は、オリーブが県花に選定されて50周年。2008年にはオリーブが小

豆島で栽培されて100年を迎えます。 

　今年のオリーブ収穫祭では、収穫体験をはじめ、料理教室、オイル作り、記

念植樹とオリーブにより親しみ、その素晴らしさを知ってもらおうと、様々な

催しが行われました。 

　新たなまちづくりに欠かすことのできないオリーブは、大切な地域の資源です。 
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基　　本　　的　　な　　協　　定　　項　　目 
合 併 の 方 式  

合 併 の 期 日  

新 町 の 名 称  

 

 

新町の事務所の位置 

 

 

財産及び債務の取り扱い 

小豆郡内海町および同郡池田町を廃止し、その区域をもって新しい町を設置する新設合併とする。

合併の期日は、平成18年3月21日とする。 

新町の名称は、小豆島町（しょうどしまちょう）とする。 

1．新町の事務所の位置は、当分の間、池田町役場を仮庁舎とし、小豆郡池田町
大字池田2100番地4とする。 

2．現在の内海町役場庁舎及び池田町役場庁舎に新町の役場の機能を分散配置し、
呼称は「内海庁舎」、「池田庁舎」とする。 

3．将来の新町の事務所の位置については、新町において検討するものとする。 

内海町及び池田町の所有する財産及び債務は、すべて新町に引き継ぐものとする。 
財産区有財産は、財産区有財産として、すべて新町に引き継ぐものとする。 

事務事業一元化に関わる協定項目 
＊条例、規則の取扱い　＊事務組織及び機構の取扱い　＊一部事務組合等の取扱い　＊使用料、手数料等の取扱い
＊公共的団体の取扱い　＊各種団体への補助金、交付金等の取扱い　＊町名・字名の取扱い　＊公の施設の取扱い
＊国民健康保険事業の取扱い　＊介護保険事業の取扱い　＊消防団の取扱い　＊各種事務事業の取扱い 

平成18年3月21日、「小豆島町」に！ 

～やすらぎ、輝き、実りある未来へ～ 
　瀬戸内の風土に育まれたオリーブが風そよぐ豊かな自然環境のなか、人と人、
人と自然が温かくふれあう新しい小豆島町のまちづくりを目指します。 
　そのため快適で安心・安全な生活環境の充実や心豊かな人材の育成、個性
ある文化の継承・発展、活気と賑わいある産業の振興を図ることにより、住
んでいる人、訪れる人双方がやすらぎ、地域の個性が輝き、町民の誰もが実
りある豊かな人生を送ることができるまちづくりを目指します。 

　去る８月１日、「内海町・池田町合併協議会」が設置
され、現在、月２回のペースで合併協議会が開催されて
います。これまでに、合併の期日や新町の名称など基本
的な協定項目をはじめ、新町建設計画における新町の将
来像などが確認されています。 
　今月号では、これまでに確認された協定項目、これか
ら協議される協定項目などについてお知らせします。　
　なお、協定項目などの詳しい内容については、内海町・
池田町合併協議会のホームページ（http://www.u-igk.jp/
・蕁61－3020）に掲載していますので、ご覧ください。 

これまでに確認された協定項目 

これから協議される協定項目 

合併特例法に定める協定項目…一般職の職員の身分の取扱い 

事務事業一元化に関わる協定項目…特別職の身分の取扱い・慣行の取扱い・各種事務事業の取扱い（広報 
　　　　　　　　　　　　　　　　広聴関係・友好都市交流事業関係） 

合併特例法に定める協定項目 
＊議会議員の定数及び任期の取扱い　＊農業委員会の委員定数及び任期の取扱い　＊地方税の取扱い 

内海町・池田町合併協議会で確認 



3 ■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

に
ご
臨
席
の
た
め
、
香
川
県
入

り
さ
れ
て
い
た
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
、
10
月
４
日
、
初
め
て
小

豆
島
を
ご
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

両
陛
下
は
お
召

し
船
で
草
壁
港
に

ご
上
陸
さ
れ
、
ご

到
着
を
待
ち
わ
び

て
い
た
大
勢
の
島

民
の
日
の
丸
の
小

旗
を
振
っ
て
の
歓

迎
に
、
笑
顔
で
お

応
え
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

池
田
町
の
県
農

業
試
験
小
豆
分
場

で
は
、
オ
リ
ー
ブ

の
栽
培
園
や
電
照

菊
な
ど
を
ご
視
察

さ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
国
の

指
定
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
視
察
や 

　
　
　
農
村
歌
舞
伎
を
ご
覧
に 

オリーブを栽培するために、荒廃地などを整備する
費用の一部を助成します。 
（例）整備面積1,000㎡　整備費30万円前後 
　　　個人負担30万円×4分の1≒75,000円 

オリーブの苗木代が１/４の価格に!! 
通常販売価格（1年生500円･2年生1,000円･3年生2,000円） 
（例）１年生苗木500円×１/４＝125円 

次のような方は産業観光課までご連絡ください。 
◇自分の土地にオリーブを栽培したいと思っている方 
◇栽培をしてみたいが、場所がないという方 
◇オリーブを栽培するための土地を貸していただける方 
◇オリーブの栽培をするのに良いと思われる土地に心当
たりがある方 
問い合わせ先　 
産業観光課オリーブ振興係（蕁82－7007） 

　内海町では、貴重な地域資源であるオリーブを利用して、町の活性化を図るため、オリーブ栽培を推進し
ております。オリーブは、食用、化粧用、観賞用と幅広く利用されていますが、オリーブオイルや葉っぱを
使ったお茶には、オレイン酸やポリフェノールなどの抗酸化物質が多く含まれており、動脈硬化の予防や血
糖値低下の効果が期待されるなど、健康面においても注目されております。 
　現在、内海町内において、オリーブを育てていただける方を対象に、各種助成を設けていますので、ぜひ、
この機会にオリーブを育ててみませんか？ 

栽培者の募集および栽培地の情報提供のお願い邇 

荒廃地整備の助成 オリーブの苗木代の助成  

整備前 整備後 整備前 整備後 

中
山
の
舞
台
で
農
村
歌
舞
伎
を

ご
覧
に
な
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
拍
手
を
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
あ
と
、
両
陛
下
は
急
傾

斜
に
あ
る
棚
田
「
中
山
千
枚
田
」

を
ご
見
学
さ
れ
た
後
、
大
勢
の

島
民
が
見
送
る
な
か
、
土
庄
港

か
ら
帰
途
に
就
か
れ
ま
し
た
。

草壁港にご到着され、歓迎する人々に 
笑顔で手を振られる天皇皇后両陛下 
草壁港にご到着され、歓迎する人々に 
笑顔で手を振られる天皇皇后両陛下 

日の丸の小旗を振って歓迎する子どもたち 日の丸の小旗を振って歓迎する子どもたち 



4■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

「香川県むらの技能伝承士」 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

足
を
運
ぶ
と
、
作
業
場
で
は
ナ

イ
フ
を
使
っ
て
竹
を
切
り
、

「
め
か
ご
」
や
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

を
作
っ
て
い
ま

し
た
。「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
工
芸
部
で

作
り
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
」

と
話
す
同
セ
ン

タ
ー
の
会
長
で

も
あ
る
堤
新
太

郎
さ
ん
（
苗
羽
）

と
上
木
富
博
さ

ん
。
上
木
さ
ん

は
、「
教
え
て
も

ら
う
と
い
う
よ

り
、
自
身
の
創

意
工
夫
の
毎
日
」
と
言
う
よ
う

に
、
同
じ
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
で

も
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て

い
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
内
容
は
、
働
く

婦
人
の
家
な
ど
か
ら
の
要
請
で

保
育
所
や
幼
稚
園
の
子
ど
も
た

ち
に
「
竹
細
工
は
楽
し
い
も
の
」

を
念
頭
に
指
導
し
て
い
る
そ
う

で
、
子
ど
も
た
ち
と
の
時
間
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で

す
。技

能
伝
承
士
と
し
て
、「
技

術
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
や
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
生
き
が
い
づ
く
り
を
し
て
い

る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
」
と

２
人
と
も
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
、
二
十
四
の

瞳
映
画
村
の
売
店
で

店
番
を
し
て
い
た
谷

元
哲
彦
さ
ん（
苗
羽
）

は
、
「
以
前
か
ら
木

の
模
型
な
ど
を
作
る

の
が
趣
味
で
そ
の
技

術
を
生
か
せ
れ
ば
」

と
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
「
人
づ
て

に
面
識
の
な
い
方
を

訪
ね
、
作
り
方
を
教

わ
っ
た
」
と
、
技
術

の
向
上
に
余
念
が
な

い
様
子
で
し
た
。

谷
元
さ
ん
は
、「
難
し
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
竹

で
色
々
な
も
の
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
竹
細
工
に
対
す
る

思
い
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
香
川
県
で
は
、
高
齢
者
の
持
つ
経
験
、
知
識
、
技
術
な
ど
の
多

彩
な
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
広
げ
、
い
き
い
き
と
活
動
で
き

る
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
香
川
県
む
ら
の
技

能
伝
承
士
」
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
内
海
町
で
は
、
工
芸
部
門
で
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
や
「
竹

と
ん
ぼ
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
あ
る
竹
細
工
を
行
う
堤

新
太
郎
さ
ん（
苗
羽
）、
上
木
富
博
さ
ん（
片
城
）、
谷
元
哲
彦
さ
ん（
苗

羽
）と
、
小
豆
島
特
産
の
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
手
芸
品
を
作
る
森
山
幸

子
さ
ん
の
４
人
が
、「
技
能
伝
承
士
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
活
動
内
容
の
紹
介
と
技
能
伝
承
士
の
登
録

制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

昔
な
が
ら
の
手
法
で
竹
細
工
を 

谷元哲彦さん 谷元哲彦さん 

堤　新太郎さん 堤　新太郎さん 

上木富博さん 上木富博さん 

特集 「技能伝承士」を訪ねて



ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
人
形
づ
く
り 

■■内内海海町町はは『『平平和和のの町町』』をを宣宣言言ししてていいまますす！！

オ
リ
ー
ブ
公
園
が
誕
生
し
た

平
成
２
年
当
時
、
ハ
ー
ブ
栽
培

が
盛
ん
で
「
ハ
ー
ブ
を
生
か
し

て
何
か
作
っ
て
み
て
は
」
と
周

囲
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ

か
け
と
話
す
森
山
幸
子
さ
ん

（
安
田
）。
早
速
、「
安
田
ハ
ー

ブ
の
会
」
を
発
足
さ
せ
、
ハ
ー

ブ
を
使
っ
た
人
形
づ
く
り
を
始

め
ま
し
た
。
現
在
、
５
名
の
会

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
地
を
持
ち

寄
り
、
人
形
の
胴
体
と
頭
に
ハ

ー
ブ
の
実
を
入
れ
、
す
べ
て
手

作
業
で
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ハ
ー
ブ
サ

ミ
ッ
ト
で
の
人
形
の
作
り

方
の
指
導
や
交
通
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
グ
ッ
ズ
と
し
て

配
布
し
た
り
、
幼
稚
園
児

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど

特
産
品
で
作
る
も
の
を
地

域
に
還
元
し
よ
う
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
、「
安
田
小

学
校
母
親
友
の
会
」
で
指

導
を
さ
れ
て
お
り
、「
親

子
で
取
り
組
む
姿
は
微
笑

ま
し
い
で
す
ね
」
と
話
す

森
山
さ
ん
。「
ハ
ー
ブ
を

始
め
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
の

特
産
品
を
生
か
し
た
手
芸

品
づ
く
り
の
普
及
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
、
技
能

伝
承
士
と
し
て
の
今
後
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

（敬称略）

氏名・住所 電　　話 内　容 

堤新太郎（苗羽） 

上木富博（片城） 

谷元哲彦（苗羽） 

森山幸子（安田） 

８２‐４０７８ 

８２‐２１７７ 

８２‐３１１６ 

８２‐１４４５ 

竹細工 

竹細工 

竹細工 

手芸品 

現
在
、
町
内
に
は
４
名
の
技

能
伝
承
士
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
表
参
照
）。
そ
の
一
人

ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
姿
勢
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の

趣
旨
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
高

齢
者
の
持
つ
経
験
、
知
識
、
技

術
」
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
良
い
機
会
で
あ
る
と
同
時

に
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
も
つ

な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

技
能
伝
承
士
に
そ
の
技
術
を

教
わ
り
た
い
と
思
わ
れ
る
方

は
、
一
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

登
録
基
準

①
年
齢
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方

②
農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
山

漁
村
生
活
の
向
上
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
方

③
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
に

関
す
る
優
れ
た
生
産
・
生
活

技
術
等
を
有
し
て
い
る
方

④
要
請
に
応
じ
て
技
術
伝
承
・

交
流
活
動
が
可
能
で
あ
り
、

積
極
的
な
指
導
活
動
が
で
き

る
方

活
動
（
技
能
）
内
容

農
林
水
産
業
に
お
け
る
生
産

活
動
や
農
山
漁
村
地
域
で
の
生

活
、
社
会
活
動
で
培
っ
て
き
た

技
能
を
生
か
し
て
、
そ
の
伝
承
、

普
及
を
行
い
、
農
林
水
産
業
の

振
興
、
農
山
漁
村
生
活
の
向
上

お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
栽
培
管
理
、（
稲
、
麦
、
野

菜
、
花
、
果
樹
な
ど
）
林
業
、

漁
業
に
関
す
る
技
術

②
衣
生
活
（
作
業
着
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
）

③
食
生
活
（
郷
土
料
理
、
農
林

水
産
加
工
な
ど
）

④
工
芸
（
竹
細
工
、
わ
ら
細
工
）

⑤
玩
具
（
お
手
玉
、
竹
馬
、
竹

と
ん
ぼ
な
ど
）

⑥
民
俗
（
集
落
行
事
、
神
社
・

仏
閣
に
関
連
す
る
慣
習
、
民

話
な
ど
）

⑦
そ
の
他
（
新
し
く
開
発
、
工

夫
し
た
技
術
な
ど
）

登
録
方
法

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
登
録
申
請
書
を
建
設
農
林

水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
香
川
県
農
山

漁
村
女
性
・
高
齢
者
活
動
促
進

協
議
会
の
審
議
を
経
て
、
適
格

と
認
め
ら
れ
た
方
に
香
川
県
知

事
か
ら
「
技
能
伝
承
士
の
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
登

録
は
年
１
回
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
農
林
水
産
課

（
蕁
８
２
―

７
０
１
０
）

小
豆
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
蕁
７
５
―

０
１
４
５
）

香
川
県
農
政
水
産
部
農
業
経
営
課

（
蕁
０
８
７
―

８
３
２
―

３
４
０
４
）

5

楽しく人形づくりをする「安田ハーブの会」の皆さん 
（写真中央が森山さん） 

楽しく人形づくりをする「安田ハーブの会」の皆さん 
（写真中央が森山さん） 

特集 「技能伝承士」を訪ねて



11
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
で
す
 

6■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

広
報
啓
発
活
動
の
推
進

規
範
意
識
の
高
揚
、
子
ど
も

の
基
本
的
な
人
格
形
成
に
対
す

る
親
の
責
任
、
父
親
の
子
育
て

へ
の
参
画
の
重
要
性
、
職
業
生

活
偏
重
か
ら
家
庭
生
活
・
社
会

生
活
充
実
へ
の
価
値
観
の
転

換
、
青
少
年
が
被
害
者
と
な
る

犯
罪
お
よ
び
交
通
事
故
や
児
童

虐
待
の
防
止
な
ど
に
つ
い
て
、

広
く
県
民
全
体
の
関
心
や
意
識

を
高
め
る
た
め
、
広
報
・
啓
発

活
動
を
推
進
す
る
。

地
域
主
導
の
青
少
年

健
全
育
成
活
動
の
促
進

青
少
年
が
多
様
な
人
間
関
係

等
を
経
験
し
な
が
ら
主
体
的
に

活
動
で
き
る
機
会
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会

に
青
少
年
の
積
極
的
な
参
画
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
主
導
に

よ
る
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

「
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
は

ぐ
く
む
」
と
い
う
機
運
を
高
め
、

よ
り
多
く
の
人
々
が
、
地
域
活

動
に
積
極
的
に
関
わ
り
を
も

ち
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
大
人

が
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見

守
り
、
声
か
け
を
し
た
り
、
一

緒
に
活
動
し
た
り
す
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
と
す
る
「
み
ん
な

　
青
少
年
が
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

広
い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
県
民
す
べ
て
の
願

い
で
す
。 

　
県
で
は
、
国
の
提
唱
す
る
「
平
成
16
年
度
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
」
に
呼
応
し
、
青
少
年
健
全
育
成
に
対
す
る
県

民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
青
少
年
育
成
県
民
運
動
の
一
層
の

充
実
と
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

で
子
ど
も
を
育
て
る
県
民
運

動
」
を
推
進
す
る
。

青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
等

多
様
な
体
験
活
動
の
促
進

青
少
年
が
同
世
代
や
異
世
代

の
仲
間
と
共
同
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
職
業
体
験
、
自

然
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
、
環
境
美
化
活
動
等
の
社
会

参
加
活
動
に
率
先
し
て
参
画

し
、
多
様
な
人
間
関
係
を
経
験

し
な
が
ら
社
会
性
、
主
体
性
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
全
体
の
機
運
づ
く
り

や
青
少
年
等
に
対
す
る
積
極
的

な
働
き
か
け
が
各
般
の
機
会
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
よ
う
促
す
。

有
害
環
境
の
浄
化
活
動
の
推
進

露
骨
な
性
描
写
や
粗
暴
性
を

助
長
す
る
内
容
の
少
年
に
有
害

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン

テ
ン
ツ
や
出
版
物
な
ど
の
諸
メ

デ
ィ
ア
、
非
行
を
誘
発
し
や
す

い
享
楽
的
な
施
設
等
の
青
少
年

を
取
り
巻
く
有
害
環
境
に
つ
い

て
家
庭
、
学
校
、
地
域
住
民
、

関
係
機
関
・
団
体
等
が
一
体
と

な
っ
て
、
調
査
・
点
検
を
実
施

し
た
り
、
関
係
業
者
・
団
体
に

対
し
自
主
的
措
置
を
要
請
す
る

な
ど
の
浄
化
活
動
を
促
進
す

る
。ま

た
、
未
成
年
者
の
飲
酒
・

喫
煙
の
助
長
に
つ
な
が
る
酒
類

や
た
ば
こ
を
入
手
し
や
す
い
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
効
果

的
な
取
組
を
促
進
す
る
。

家
庭
へ
の
支
援
の
充
実

子
ど
も
に
対
し
て
過
保
護
、

甘
や
か
し
、
過
干
渉
、
無
責
任

な
放
任
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
っ
た
適
切
な
親
の
態
度

や
家
庭
の
在
り
方
、
父
親
の
子

育
て
へ
の
参
画
、
親
子
の
触
れ

合
い
・
対
話
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
親
を
は
じ
め
と
す
る
養

育
者
に
対
し
て
再
確
認
を
促

す
。父

親
・
母
親
が
子
ど
も
に
対

し
て
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に

関
す
る
学
習
・
相
談
機
会
の
充

実
、
孤
立
し
が
ち
な
親
等
が
、

子
育
て
の
経
験
の
あ
る
も
の
等

の
協
力
を
得
て
家
庭
を
支
援
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど

の
育
児
お
よ
び
家
庭
教
育
に
関

す
る
地
域
活
動
の
推
進
な
ど
、

様
々
な
支
援
強
化
の
た
め
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
。

児
童
虐
待
問
題
へ
の
対
応
の
促
進

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
、
早

期
発
見
、
適
切
な
対
応
を
促
進

す
る
た
め
、
関
係
す
る
機
関
・

団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

孤
立
し
が
ち
な
親
へ
の
家
庭
教

育
に
関
す
る
学
習
機
会
・
情
報

の
提
供
、
相
談
体
制
の
整
備
、

産
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
の
一

般
の
子
育
て
支
援
の
充
実
、
虐

待
リ
ス
ク
の
あ
る
家
庭
の
把
握

及
び
リ
ス
ク
の
低
減
の
た
め
の

取
組
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
児
童
虐
待
へ
の
取
組

を
推
進
す
る
。

学
校
教
育
の
充
実
と

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

個
性
を
い
か
し
、「
生
き
る

力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
正
義
感
や
倫

理
観
、
思
い
や
り
な
ど
の
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
「
心
の

教
育
」
の
充
実
の
た
め
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
。

職
場
・
企
業
に
お
け
る

青
少
年
育
成
活
動
の
促
進

勤
労
青
少
年
の
職
場
へ
の
適

応
問
題
な
ど
職
業
・
職
場
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
・

指
導
の
充
実
の
た
め
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
。



7 ■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
石
井
の
お
と
う
さ
ん
　
あ
り

が
と
う
　
石
井
十
次
の
生
涯

＊
き
ょ
う
の
お
は
な
し
な
に

秋

＊
ズ
ッ
コ
ケ
　
愛
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
計
画

＊
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
と
ま
ほ
う

の
へ
や

＊
ゴ
ー
ル
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ

続
リ
ズ
ム

＊
ね
ず
み
く
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
声
に
だ
す
こ
と
ば
え
ほ
ん

＊
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
だ
い
す
き

■
第
16
回
読
書
感
想
画
中
央
コ

ン
ク
ー
ル
指
定
図
書

＊
お
ひ
さ
ま
パ
ン

＊
お
さ
ら
の
ぞ
う
さ
ん

＊
チ
ャ
リ
コ
ロ

＊
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
荘
に
や

っ
て
き
た
ワ
ニ

＊
四
国
へ
Ｇ
Ｏ
！
サ
ン
ラ
イ
ズ

エ
ク
ス
プ
レ
ス

＊
風
の
森
の
ユ
イ

＊
や
っ
た
ね
、
ジ
ュ
リ
ア
ス
君

○
一
　
般
　
書

＊
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
計
算
表
の
作
成
・

編
集
に
役
立
つ
【
厳
選
】
技
　

＊
別
冊
太
陽
　
人
生
で
は
じ
め

て
出
会
う
絵
本
１
０
０

＊
知
ら
な
い
と
大
恥
を
か
く
！

常
識
力
判
定
テ
ス
ト

＊
日
本
城
郭
大
系
15

香
川

＊
韓
国
、
そ
れ
は
ス
マ
イ
ル

＊
い
の
ち
を
守
る
地
震
防
災
学

＊
子
育
て
が
つ
ら
く
な
っ
た
ら

読
む
本

＊
Ｉ
Ｔ
に
殺
さ
れ
る
子
ど
も
た

ち
　
蔓
延
す
る
ゲ
ー
ム
脳

＊
日
本
型
食
生
活
を
科
学
す
る

〜
伝
統
的
和
食
の
効
用
〜

＊
免
疫
力
を
つ
け
る
食
事
と
お

か
ず
﹇
お
い
し
く
食
べ
て
医

者
い
ら
ず
﹈

☆
古
文
書
を
読
む
会

11
月
９
日
貂
14
時
〜
16
時

☆
紙
芝
居
作
成

11
月
10
日
貉
・
17
日
貉

10
時
〜
12
時

☆
古
文
書
初
級
コ
ー
ス

11
月
13
日
貍
10
時
〜
12
時

☆
読
み
聞
か
せ
の
会

11
月
17
日
貉
15
時
〜
15
時
半

☆
子
ど
も
映
画
会

11
月
17
日
貉

15
時
35
分
〜
16
時
40
分

☆
枕
草
子
を
読
む
会

11
月
20
日
貍
14
時
〜
16
時

☆
読
書
会

11
月
21
日
豸
14
時
〜
16
時

　
来
年
の
成
人
式
は
、
昭
和
59
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
す
。
町

内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は
、
案
内

状
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
12
月
15
日

貉
ま
で
に
必
ず
出
欠
の
返
事
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

住
民
票
が
な
く
て
も
出
席
で
き
ま
す 

　
転
出
し
て
い
る
方
で
、
内
海
町
で

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
と
き
は
、

12
月
１
日
貉
ま
で
に
、
教
育
委
員
会 

（
蕁
８
２
―

７
０
１
５
）ま
た
は
各
地
区 

公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

成
人
式
日
程 

　
平
成
17
年
１
月
９
日
豸 

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

　
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ 

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル 

秋の親子自然観察会参加者募集 
日　　時　11月28日豸 ９時30分～《小雨決行》 
場　　所　土庄町滝宮野外活動センター 
内　　容　どんぐり細工遊び  
募集人数　30名程度  
参 加 費　１人100円（保険料等、当日徴収） 
準 備 物　帽子・水筒・筆記用具・タオル・軍手・ 
　　　　　ビニール袋 
申込期限･申込先　11月25日貅までに土庄町立中央公

民館（蕁62－7013）へお申し込みください。 
主　　催　小豆島自然観察指導員連絡会 

日　　時  行　事  会　　場  

生け花展示会 

お 茶 席  

作品展示会 

芸能発表会 

11月20日貍 
　　9：00～17：00 
11月21日豸 
　　9：00～15：00
11月20日貍 
　　9：30～16：00 
11月21日豸 
　　9：30～15：00
11月20日貍 
　　9：00～17：00 
11月21日豸 
　　9：00～15：00

11月28日豸 
　　　　　　13：00～ 

JA香川県内海町
支店2階大ホール 

JA香川県内海町
支店2階小会議室 

内海町B＆G海洋
センター 

JA香川県内海町
支店2階大ホール 

＜行事日程表＞  

行
事
予
定



8■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

11月は『国民年金制度推進月間』 
11月6日～12日は『年金週間』です 

老
齢
基
礎
年
金

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
を
含

む
）
が
25
年
以
上
あ
る
方
が
65

歳
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

年
金
額
（
40
年
間
保
険
料
を
す

べ
て
納
め
た
場
合
）

年
額
　
　
７
９
４
、
５
０
０
円

（
月
額
　
６
６
、
２
０
８
円
）

障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
中
に
病
気
や

ケ
ガ
な
ど
で
一
定
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ

ま
す
。

年
金
額

１
級
障
害
　
９
９
３
、
１
０
０
円

２
級
障
害
　
７
９
４
、
５
０
０
円

遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
中
ま
た
は
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
（
原

則
と
し
て
25
年
）
を
満
た
し
た

方
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の

方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
、
子
が
18
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
（
障
害
の
あ
る
子
の
場

合
は
20
歳
に
な
る
ま
で
）
支
給

さ
れ
ま
す
。

年
金
額

子
の
あ
る
妻

１
、
０
２
３
、
１
０
０
円

子
の
み

７
９
４
、
５
０
０
円

※
子
が
２
人
以
上
の
場
合
に
は

さ
ら
に
加
算
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
要
件

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族

年
金
は
、
初
診
日
も
し
く
は
死

亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、

学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

が
３
分
の
２
以
上
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
特
例
と
し
て
平
成

18
年
３
月
31
日
以
前
に
初
診
日

が
あ
る
、
も
し
く
は
死
亡
し
た

場
合
は
そ
の
前
々
月
ま
で
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
権
者
の
年
金
額

平
成
16
年
の
年
金
制
度
改
正

に
お
い
て
、
年
金
額
の
計
算
式

が
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
改
正
前
の
規
定
に
よ
り
計
算

し
た
年
金
額
」
が
「
改
正
後
の

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
年
金

額
」
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
改

正
前
の
額
を
支
給
す
る
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
に
よ
り
、
平

成
16
年
度
は
、
今
回
の
改
正
に

よ
る
年
金
額
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆国民年金は国が責任をもって運営する制度で、世代
間で支え合う仕組みになっています。 

◆国民年金は、生涯にわたって支給されます。 

◆年金額の3分の1は国が負担しています（平成21年
度までに2分の1に引き上げられます）。 

◆国民年金の年金額は、物価スライド制です。物価に
あわせて金額が上がります。 

台
風
に
よ
り 

　被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ 

　
国
民
年
金
の
第
１
号
保

険
者
で
、
台
風
に
よ
り
住

宅
や
家
財
等
に
損
害
を
受

け
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
に
な
っ
た
方
は
、
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

高
松
東
社
会
保
険
事
務
所
 

（
蕁
0
8
7
―

8
6
1
―

3
9
7
2
）
 

　「
い
い
老
後
」
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
11
月
6
日
か
ら
12
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
年
金
週
間
」
、
11
月
を
「
国
民
年
金
推
進
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
た

め
の
周
知
・
広
報
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り

に
年
金
制
度
の
意
義
や
大
切
さ
を
正
し
く
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
安
全
・
確
実
に
運
営
す
る
制

度
で
す
。
少
子
化
だ
か
ら
年
金
が
破
た
ん
す
る
と
い
う
誤
っ
た
情
報

が
聞
か
れ
ま
す
が
、
少
子
化
だ
か
ら
こ
そ
将
来
に
わ
た
っ
て
確
実
な

の
が
、
国
が
保
障
す
る
国
民
年
金
で
す
。 

　
今
月
号
で
は
、
国
民
年
金
の
制
度
や
役
割
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 
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「風しん」について 

こちら　　　です 

 
 

ハイ ！ ハイハイ ！ 風
し
ん
は
、
平
成
６
年
以
降
、

大
流
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
に
入
り
一
部
の
地
域

（
鹿
児
島
県
、
群
馬
県
、
大
分

県
、
宮
城
県
、
埼
玉
県
）
で
患

者
さ
ん
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
月
号
で
は
、「
風
し
ん
」

の
症
状
や
予
防
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
風
し
ん
」
は

ど
ん
な
病
気
？

一
般
に
「
３
日
ば
し
か
」
と

も
呼
ば
れ
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
り
、
発
熱
と
全
身

の
淡
い
発
し
ん
、
耳
の
後
ろ
の

リ
ン
パ
節
の
腫は

れ
が
現
れ
ま

す
。
通
常
は
数
日
で
治
癒
す
る

病
気
で
す
が
、
ま
れ
に
血
小
板

減
少
性
紫
斑
病
や
脳
炎
な
ど
の

重
い
合
併
症
を
併
発
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

潜
伏
期
間
は
14
〜
21
日
間

で
、
感
染
し
て
も
症
状
を
現
さ

な
い
方
が
約
15
％
存
在
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

を
予
防
し
よ
う

妊
娠
初
期
の
女
性
が
「
風
し

ん
」
に
か
か
る
と
、
風
し
ん
ウ

イ
ル
ス
が
胎
盤
を
介
し
て
胎
児

に
感
染
し
、
白
内
障
、
先
天
性

の
心
臓
病
、
難
聴
な
ど
に
な
る

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
予
防
の
た
め
に
は
、
女
性

が
予
防
接
種
を
行
っ
て
風
し
ん

に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
を
ウ

イ
ル
ス
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

男
女
と
も
が
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
行
い
、
風
し
ん
の
ま
ん
延

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
風
し
ん
」
の

予
防
接
種

こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
の

あ
る
女
性
や
ご
家
族
で
、「
風

し
ん
」
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
方
、
ま
た
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
接
種
を

検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、「
風
し
ん
」
の
予
防

接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
接
種

時
に
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と

や
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■■ ススママイイルルククララブブ　　66月月2233日日（（水水））1100：：0000～～1111：：3300 介介護護老老人人保保健健施施設設ううちちのの

治
療
に
つ
い
て

対
症
療
法
が
中
心
と
な
り
、

十
分
な
栄
養
（
口
当
た
り
の
良

い
栄
養
価
の
高
い
食
物
）
と
休

養
、
睡
眠
な
ど
が
大
切
で
す
。

「
風
し
ん
」
と
診
断
さ
れ
た
ら

自
宅
な
ど
で
休
息
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
」
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

妊
娠
し
て
い
る
方
に
は
、
で
き

る
だ
け
接
触
し
な
い
よ
う
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

なお、今回の検診のうち、結核検診以外の検診に
ついては、70歳以上・国民健康保険被保険者・生
活保護・非課税世帯の方は無料となります。 

基本健康診査・肺がん検診・結核検診 
 
～ 
～ 
 

10：00 
11：00 
15：00 

 

9：30 
10：00 
13：30 

 

古 江 公 民 館  

福 祉 会 館  

 

 
実施月日 

11月15日豺
 
 
 

対　象　者 

母と子のすくすくルーム 
11月17日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年9月生まれ 

～ 13：4513：30 受付 

体脂肪測定 
11月12日貊・26日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 11：309：00

子宮がん検診 
11月16日貂  福 祉 会 館  

 
～ 14：3013：00

対　象　者 

1歳6か月児健診 
11月11日貅 介護老人保健施設うちのみ 

平成15年1・２・３・４月生まれ 

～ 14：3013：30 受付 

～ 14：3014：00 受付 

～ 14：3014：00 受付 

受付時間  対 象 地 区  

ツベルクリン反応検査・BCG予防接種 
11月30日貂 

場　　　所 介護老人保健施設うちのみ 

対　象　者 生後３～48ヶ月児（１回受けた方は除く） 

12月２日貅 

ツベルクリン反応検査

ツベルクリン判定･BCG接種 

 

＜対象者＞基本健康診査・肺がん検診：40歳以上／結核検診：16歳以上       
＜料　金＞基本健康診査：1,300円（痛風、リウマチ：各350円／B・C
型肝炎：800円）／肺がん検診：レントゲン撮影300円・かく痰検査
600円／結核検診：無料  

大腸がん検診容器配布 
～ 
～ 
～ 
 

11：00 
13：30 
15：00 

 

9：30 
13：00 
14：00 

 

働 く 婦 人 の 家  
西 村 公 民 館  
坂 手 公 民 館  
 

 
 

11月30日貂 
 

＜対象者＞40歳以上   ＜料　金＞600円 

＜対象者＞30歳以上   ＜料　金＞700円 



11
月
９
日
か
ら
15
日
に
か
け

て
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
秋
は
空
気

が
乾
燥
し
て
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
こ
の
運
動

を
通
し
て
火
災
予
防
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

11/9～11/15

「火は消した？ 
　いつも心にきいてみて」

人
権
擁
護
部
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
蕁
０
８
７
―

８
２
１
―

６
１
９
６
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相
談

日
　
時
　
11
月
21
日

豸

10
時
〜
17
時

（
蕁
０
８
７
―

８
２
１
―

６
１
８
１
）

相
談
員

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

会
所
属
の
女
性
人
権
擁
護
委
員

特
設
人
権
相
談
所

日
　
時

11
月
17
日

貉

10
時
〜
15
時

場
　
所

内
海
町
福
祉
会
館

10

現
在
、
内
海
町
に
は
４
名
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
香

川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に

属
し
、
高
松
法
務
局
と
連
携
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
い
つ
で
も

相
談
相
手
と
な
り
、
人
権
の
大

切
さ
を
訴
え
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
、
①
差
別
問

題
、
家
庭
内
の
問
題
、
外
国
人

の
問
題
、
隣
近
所
と
の
も
め
ご

と
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
②
い

じ
め
や
虐
待
等
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
、
③
夫
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
に
関
す

る
相
談
な
ど
で
、
お
困
り
の
方

は
次
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

森
川
桂
輔
（
西
村
蕁
８
２
―

１
９
０
０
）

竹
本
郁
子
（
安
田
蕁
８
２
―

０
１
７
９
）

三
木
良
榮
（
苗
羽
蕁
８
２
―

２
８
３
４
）

佃
　
豊
年
（
福
田
蕁
８
４
―

２
１
２
６
）

電
話
相
談
窓
口
（
高
松
法
務
局

 

申　　請　 
火曜日（祝日、年末年始、台風および災害などを除く） 
受け取り　 
翌週の火曜日（それまでに休日があれば延びます） 
以降の８：30～17：00（土・日曜、祝日、年末年始を除く） 
※県民センターで申請してパスポートセンターで
の受け取り、またその逆もできますが、日数が
かかる場合があります。 
申請書類：県民センター、町などに設置 

 

受付時間および電話番号　 
８：30～17：00（土・日曜、祝日、年末年始を除く） 
※相談専用電話（蕁62－2269） 

 

受付時間および電話番号　 
８：30～17：00（土・日曜、祝日、年末年始を除く） 
※相談専用電話（蕁62－2266） 

　なお、認証されたNPO法人の事業報告書などの
閲覧と法人設立の申請にあたり提出された書類（縦
覧期間中）の縦覧ができます。 
　そのほか、個人情報開示請求の受付・広報物、
各種申請書の配付（取り寄せ可）・行政資料の閲
覧、貸出・記者発表資料の閲覧ができます。 
問い合わせ先　 
小豆県民センター（蕁62－2266） 

＜パスポートの申請・受け取り＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜消費生活に関する相談＞ 

 

 

＜県政相談・ボランティア・NPOに関する相談＞ 

 

月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す 
12

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

こ
こ
数
年
、
内
海
町
の
火
災

は
横
ば
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

家
の
周
囲
に
燃
え
る
も
の
を
置

か
な
い
、
火
の
始
末
は
確
実
に

行
う
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心

が
け
で
火
災
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
万
が
一
、
火
災
が
発
生

し
て
も
消
火
器
な
ど
で
、
初
期

消
火
を
迅
速
に
行
う
こ
と
に
よ

り
大
火
は
防
げ
ま
す
。
今
一
度
、

家
庭
の
消
火
器
の
取
り
扱
い
方

を
練
習
し
、
そ
の
際
、
破
損
、

腐
食
が
あ
る
場
合
に
は
、
使
用

せ
ず
香
川
県
消
防
設
備
保
守
協

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
消
防
設
備
保
守
協
会

（
蕁
０
８
７
―

８
３
３
―

４
７
９
７
）

防
災
・
危
機
管
理
ｅ
―

カ
レ
ッ
ジ

http://www.e-college.fdma.go.jp/top.html

小
豆
島
消
防
署
内
海
分
署

（
蕁
８
２
―

０
１
１
９
）
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地
場
産
業
の
振
興
と
町
民
相

互
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

と
、「
第
23
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
う
ち
の
み
」
が
、

10
月
２
・
３
日
の
両
日
、
オ
リ

ー
ブ
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

約
40
団
体
が
２
日
間
に
わ
た

っ
て
出
店
し
、
特
産
品
を
販
売
、

ま
た
翌
日
に
は
、
も
ち
投
げ
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ

れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

10
月
14
日
、
内
海
中
学
校
の

生
徒
た
ち
が
、
近
く
の
学
校
園

で
栽
培
し
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
の

収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

町
花
・
町
木
で
あ
る
オ
リ

ー
ブ
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

２
年
前
に
植
樹
し
た
も
の

で
、
生
徒
た
ち
は
、
た
わ
わ

に
実
っ
た
オ
リ
ー
ブ
の
実
を

丁
寧
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
23
日
、
24
日

の
両
日
、
オ
リ
ー
ブ
公
園
で

は
「
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
」
が

開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
参
加
者

10月7日、第38回小豆郡学童陸上競技記録会が
内海総合運動公園で開催されました。内海勢は日
ごろの練習の成果を発揮し、各種目で優秀な成績
を残しました。

■ 『契約・遺言は公正証書で』10月1日～7日は公正週間です。

は
、
オ
リ
ー
ブ
収
穫
体
験
や

オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室
の
ほ
か
、

手
作
り
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
搾

り
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

（内海の選手のみ各種目３位まで掲載） 

60Mハードル 
 
 
 
1 0 0 M 走  
 
 
 
 

走り高跳び 
 

 

走り幅跳び 

5 女  
6 男  
5 女  
5 男  
6 女  
〃 
6 男  
〃 
〃 
5 女  
〃 
5 男  
6 女  
6 男  
5 女  
〃 

戎 　 亜 希  
山 本 一 貴  
栗 原 恵 利  
川 野 桂太郎  
片 山 直 美  
照 木 　 栞  
為 藤 慎 也  
友 永 健 太  
吉 川 侑 希  
大 道 奈 美  
小井手 祐 子  
中 林 智 幸  
工 匠 　 唯  
渡 辺 マクシム  
黒 島 ひとみ  
坂 口 　 友  

安 田  
苗 羽    
福 田  
苗 羽  
安 田  
苗 羽    
〃 

星 城  
苗 羽  
福 田  
安 田  
星 城  
安 田  
福 田  
星 城  
安 田  

12.0秒 
10.3秒 
15.7秒 
14.3秒 
14.8秒 
15.4秒 
13.7秒 
13.9秒 
14.2秒 
1.05ｍ 
1.05ｍ 
1.05ｍ 
1.21ｍ 
1.25ｍ 
3.38ｍ 
3.35ｍ 

2 
3 
1 
1 
1 
2 
1 
2 
3 
1 
2 
2 
3 
2 
1 
2 

走り幅跳び 
 
ボール投げ 
 
 
 
 
 
400Mリレー
 

5 男  
〃 
5 女  
5 男  

5 女  

〃 

5 男  

〃 

6 女  

6 男  

羽 根 拓 哉  
中 村 健 人  
為 藤 恵 利  
大 澤 拓 真  
浜崎佳奈・坂口　友 
小井手祐子・戎　亜希 
綾田美貴子・高岸明以 
池田紗希・岩本　更 
川野桂太郎・大川修平 
岡本　悠・平野祥基 
岩田一輝・羽根拓哉 
森　誠吾・米岡和樹 
片山直美・工匠　唯 
岡本紋佳・戎　千尋 
吉川侑希・為藤慎也 
橋本健佑・山本一貴 

星 城  
苗 羽  
星 城  
安 田  

安 田  

苗 羽  

〃 

星 城  

安 田  

苗 羽  

3.58ｍ 
3.57ｍ 
35.74ｍ 
55.28ｍ 

65.7秒 

66.9秒 

62.8秒 

64.0秒 

64.4秒 

58.3秒 

1 
2 
3 
1 

2 

3 

1 

3 

3 

1

種 目  氏 名  学校名 記録  順位 

 

種 目  氏 名  学校名 記録  順位 

 

第38回小豆郡学童陸上競技記録会 
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回
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オ
リ
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ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
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オ
リ
ー
ブ
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

オ
リ
ー
ブ
を
よ
り
身
近
な
も
の
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オ
リ
ー
ブ
を
よ
り
身
近
な
も
の
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オリーブ料理を試食する参加者 オリーブ料理を試食する参加者 

摘みたてのオリーブを 
手にする内中生たち 
摘みたてのオリーブを 
手にする内中生たち 



子ども思春期・家族相談
池田町「社会福祉法人　明和会」のご

尽力により11月から「子ども思春期相
談・家族相談」が開催されます。
「子ども思春期相談」では、小児期に
おける発達上の問題（広汎性発達性障害、
注意欠陥多動性障害等）や就学期以降に
見られるメンタルヘルスにかかわる問題
（不登校、ひきこもり等）やその他の児
童思春期に見られる精神医学的問題に対
して、精神科医や臨床心理士が相談に応
じるものです。「家族相談」では、何ら
かの精神的問題を持つ方のご家族の相談
を受け付けますので、ご利用ください。
開催日
11月から毎月第1・3火曜日　
14：00～16：00
場　所：池田町農業改善センター
申込先
相談は事前の予約が必要になりますの
で、社会福祉法人明和会地域生活支援セ
ンター（堀川･竹原･柳 蕁75－2310）ま
でご連絡ください。

心配ごと相談所の開設
内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気
軽にご相談ください。
日　時：11月9日貂13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

年 金 相 談

※年金手帳、年金証書、印鑑などをご持
参ください。
問い合わせ先
住民福祉課（蕁82－7006）
高松東社会保険事務所

（蕁087－861－3972）

行政相談所の開設
内海町では、毎月１回、行政相談所を
開設しています。お気軽にご相談くださ
い。
日　時：11月17日貉10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館

レジ袋を減らそう
キャンペーン2004
「ネットワークグリーンコンシューマ
ーかがわ」では、ごみの減量と省資源・
省エネルギーのため、次のとおり「レジ
袋を減らそうキャンペーン2004」を実
施しています。
実施店
県内の主なスーパー・生協・百貨店・ホー
ムセンター・クリーニング店の計620店舗
内　容
スタンプが10個集まれば、①商品が抽選
で当たる②スタンプ1個を1円として、
『直島町みどり創生基金』に寄付のいずれ
かを選んでいただきます。
応募方法および締切
実施店または環境衛生課に設置している
応募箱に投函または事務局へ12月20日
（当日消印有効）までに送付してください。
問い合わせ先
〒760－8570 高松市番町4－１－10
香川県県民参画課「ネットワークグリー
ンコンシューマーかがわ事務局」
（蕁087－832－3175）

介護料支給のご案内
独立行政法人自動車事故対策機構では、

自動車事故により重度の後遺障害をもち、
日常生活で常時または随時の介護が必要な
方に、次のとおり介護料を支給しています。

金　額：29,290円～136,880円（月額）
※介護保険法等による給付を受けたとき
は対象外となります。
問い合わせ先
独立行政法人自動車事故対策機構
（蕁087－851－6963）

■■行行政政相相談談……88月月1188日日（（水水））1100：：0000～～1155：：0000 内内海海町町福福祉祉会会館館

土庄税務署から消費税および
年末調整説明会のお知らせ
個人で事業をされている方へ
消費税の納税義務者とは、平成15年
分の売上（課税売上高）が1,000万円を
超えた方は、平成17年分からの消費税の
申告と納税が必要となります。
注意点
①納税義務者となる方は、速やかに「消
費税課税事業者届出書」を所轄の税務
署へ提出してください。

②平成17年1月から売上や仕入れなど
を帳簿に記載し、請求書等とともに保
存する必要があります。

◆記帳や保存をしていない場合には、仕
入れなどで支払った消費税額が控除で
きなくなります。

◆記帳されている売上から納税額が計算
できる「簡易課税制度」もあります
（この場合は、「簡易課税制度選択届出
書」の提出が必要です）。

③納税資金を計画的に（例えば日々また
は月々）貯蓄しておけば、納税の際に
安心です。
届出書などは、最寄りの税務署または高
松国税局ホームページに掲載しています。
（http://www.takamatsu.nta.go.jp）
なお、法人事業者の方についても基準期
間の課税売上高が1,000万円を超えた場合、
消費税の申告と納税が必要になります。
問い合わせ先
土庄税務署（蕁62－1301）
高松国税局相談室（蕁62－1400）

年末調整説明会

商業・法人登記事務の
コンピュータ処理の開始
高松法務局土庄出張所では、11月1日
豺から商業・法人登記事務のコンピュー
タよる処理が開始しています。
これにより、商業・法人登記簿の謄本、
抄本などに代わって登記事項証明書を、
登記簿の閲覧に代わって登記事項要約書
を発行します。
問い合わせ先
高松法務局土庄出張所（蕁62－0237）

内海町福祉会館 13時受付開始 
 

JA香川県小豆島支部 
土庄支店 

11月18日貅 
〈内海〉 

11月24日貉 
〈土庄･池田〉 13時受付開始 

会　　　場 月　日 開催時間 

11月17日貉 
10：00～15：00 小豆島うちのみ商工会 

12月 6日豺※予定 
10：00～17：00

内海町役場1階 
選挙管理委員会室 

日　　時 場　　　所 

12

リサイクル用品の情報をお待ちして
います。 

環境衛生課内（蕁82－7008）  

・妊婦用品（搾乳器・哺乳器・パジャマ・
チョッキ・ジャンパースカート・ダッ
コオンブひも） 

（9・10月受付分） 

【譲ります】 

 
無償 
 

 
無償 
 無償 
無償 
無償 
無償 
 

・事務机      
・ベット      
・ソファー      
・自転車後部座席用子どもいす         
　　 

【求めます】 
・赤ちゃん用品（チャイルドシート
新生児用・男児子ども服95cm～・
ベビーカー） 

講　　演 

講　　演 

介護料支給対象 

常時介護 第1級1号 第1級2号 
第1級3号 
第1級4号 

随時介護 第2級1号 第2級2号 
第2級3号 
第2級4号 

自賠責認定等級 旧自賠責認定等級 



（財）岬の分教場保存会
季節アルバイト募集

二十四の瞳映画村「麺房竹林寺」
募集人員：1～2名
対象年齢：18歳～55歳
雇用期間：11月23日まで
勤務時間：8：30～17：15

（相談に応じます）
勤務日数：週2～3日間
採用条件：時給800円、通勤費支給
業務内容：弁当盛り付け、配達など
資　　格：車で通勤可能な方
申込方法
希望される方は、電話受付後、面接とし
ます。※履歴書（写真必須）をご持参く
ださい。
譛岬の分教場保存会（蕁82－2455）

原城マラソン参加者募集
本町と姉妹町である長崎県南有馬町で
開催される「原城マラソン大会」への参
加者を次のとおり募集します。
月　　日：平成17年2月27日豸
募集人員
8名（旅費・宿泊費の一部を補助します）
※申込多数の場合、抽選となります。
応募資格
①第27回小豆島オリーブマラソン全国
大会の参加者
②町内在住者
申込締切：11月26日貊
申 込 先：産業観光課

（蕁82－7007）

平成16年度自衛官募集

受験料：無料
問い合わせ先

自衛隊土庄分駐所（蕁62－7000）

13 ■今月の納

内海町職員募集

募集人員
①助産師 ５名程度
②看護師 ６名程度
③薬剤師 １名程度
④看護助手　　 １名程度
⑤介護福祉士 １名程度
⑥臨時准看護師　　　　 １名程度
⑦臨時調理員 １名程度
※②は内海病院または介護老人保健施設う
ちのみに勤務、①③④⑦は内海病院、⑤
⑥は介護老人保健施設うちのみに勤務。

応募資格
①昭和34年4月2日以降に生まれた方で
助産師免許取得者または平成17年に実
施される資格試験に合格する見込みの方
②昭和34年4月2日以降に生まれた方で
看護師免許取得者または平成17年に実
施される資格試験に合格する見込みの方
③昭和44年4月2日以降に生まれた方で
薬剤師免許取得者または平成17年に実
施される資格試験に合格する見込みの方
④⑤昭和44年4月2日以降に生まれた方
で介護福祉士資格取得者または平成17
年に実施される資格試験に合格する見込
みの方
⑥昭和44年4月2日以降に生まれた方
で准看護師免許取得者または平成17
年に実施される資格試験に合格する見
込みの方
⑦昭和44年4月2日から昭和60年4月
1日までに生まれた方で調理師免許取
得者または平成17年に実施される資
格試験に合格する見込みの方
募集期間
11月8日豺～1月14日貊
応募用紙の請求・問い合わせ先
総務企画課（蕁82－7001）
内 海 病 院（蕁82－2121）
介護老人保健施設うちのみ（蕁82－7031）
※なお、応募する職種の勤務内容などにつ
いては、内海病院または介護老人保健施
設うちのみへお問い合わせください。

町営住宅入居者募集
町営住宅に空室ができましたので、次
のとおり入居者を募集します。
募集団地：岩谷団地
募集戸数：1戸
申込期間：11月8日豺～22日豺
家　　賃
入居世帯の月収（所得）により決定します。
入居資格
①町内に住所または勤務先がある方で住
宅に困窮していること

②同居親族または同居しようとする親族
があること（50歳以上の方や1級か
ら4級の障害のある方などは、単身で
も入居できます）。

③申込者と同居親族全員の所得を合算
し、諸控除額を差し引いた月収額が所
定の基準に該当していること

④地方税を滞納していないこと
※入居者の決定は公開抽選により行います。
問い合わせ先：建設農林水産課

（蕁82－7009）

あすなろの家
陶芸教室参加者募集
あすなろの家では地域の方々にも陶芸
を楽しんでもらおうと、次のとおり陶芸
教室を行っています。
日　　時：毎週第3・第4水曜日　　　

19：00～21：00
場　　所：あすなろの家
参加費用：2,000円（材料代）
申 込 先 あすなろの家（蕁82－3663）

統合失調症家族教室
香川県小豆総合事務所では、統合失調
症の家族を対象とした教室を次のとおり
開催します。希望される方は、ぜひお申
し込みください。

場　所：小豆総合事務所
対　象
統合失調症を発病して、おおむね10年
以内の方の家族および保護者
受講料：無料
締切および申込先
11月17日貉までに香川県小豆総合事務
所（蕁62－1373）へお申し込みください。

11月　NOVEMBER

講　　演 

区　分 応募資格  

自衛隊 
生徒 

中卒（見込み）で
平成17年4月1日
現在、15歳以上
17歳未満の男子 

受付期間 

11月1日～
平成17年1
月11日 

講　　演 

日　　時 内 　 容  

11月22日豺 
13：30～15：30 

11月30日貂 
13：30～15：30 

統合失調症の理解（病気の 
実態、原因、症状、経過など） 

ディスカッション、家族の対
応の仕方、精神障害者が利用
できる保健と福祉の制度 
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月
　
日
か
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月
　
日
ま
で
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亡
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人
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世
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濱
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昭
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◎

出

　

生
　
（
4 
人
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ち
ゃ
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保
護
者
　
地
　
区
 

靖
 

知
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後
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輝
 

田
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大
都
 

西

村

 

〃
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福

田
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▽
10
月
４
日
、
小
豆
島
に
初
め
て

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
来
島
。
大

勢
の
歓
迎
に
、
優
し
い
笑
顔
で
お

応
え
に
な
り
、
秋
晴
れ
の
島
路
は

さ
わ
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▽「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
来
る
」。
し
か
し
、
今
年
は
度

重
な
る
台
風
の
上
陸
、
さ
ら
に
、

先
月
起
き
た
新
潟
県
中
越
地
震
と

全
国
的
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。
一
刻
も
早
い
復
興
が
望

ま
れ
る
と
同
時
に
、
自
然
の
猛
威

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
 

善
 意
 の
 寄
 付
 

（
敬
称
略
）

〇
内
海
病
院
整
備
基
金
・
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
 

　
真
渡
　
健
（
苗
羽
）
 

〇
内
海
病
院
整
備
基
金
・
介
護
老

人
保
健
施
設
う
ち
の
み
へ
 

　
久
米
政
子
（
苗
羽
）
 

〇
内
海
病
院
整
備
基
金
へ
 

　
河
本
和
幸
（
安
田
）
 

　
宮
脇
茂
高
（
片
城
）
 

〇
安
田
小
学
校
へ
 

　
中
田
隆
敏
（
安
田
）
 

〇
あ
す
な
ろ
の
家
へ
 

　
小
豆
島
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

　
　
 

 

交通事故・火災・救急件数 
（町内９月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負 傷 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

4 

4 

0 

0 

28

46 

53 

0 

6 

343

62 

76 

0 

5 

352

14

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
荒
瀬
左
知
子
さ
ん
に

執
筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

い
と
こ
会
で
帰
っ
て
か
ら
も

う
２
年
が
過
ぎ
た
。
今
で
は
住

む
人
も
な
く
朽
ち
果
て
る
の
を

待
つ
ば
か
り
の
我
が
埴
生

は
に
ゅ
う

の
宿

は
、
妙
見
さ
ん
の
橋
の
袂
に
あ

る
。子

ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
場
は
、

我
が
家
の
庭
を
覆
い
尽
く
さ
ん

ば
か
り
に
茂
る
大
き
な
楠
の
下

を
流
れ
る
川
や
道
場
前
の
広
場
。

僅
か
半
径
50
メ
ー
ト
ル
の
中
に

思
い
出
が
溢
れ
る
。

道
場
で
は
、
夏
休
み
に
な
る

と
島
に
帰
っ
て
来
た
大
学
生
が

子
ど
も
た
ち
の
宿
題
を
手
伝
っ

て
く
れ
た
。
大
人
た
ち
は
歌
い

踊
り
、
お
芝
居
に
興
じ
、
私
も

水
白
粉
を
塗
ら
れ
、
子
役
と
し

て
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
両
親
は
芸
事
が
好
き
だ
っ

た
。
そ
ん
な
母
が
ピ
ア
ノ
を
習

わ
せ
て
く
れ
た
。
机
の
上
に
貼

っ
た
紙
の
鍵
盤
が
私
の
ピ
ア
ノ
。

上
達
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

そ
の
後
の
私
の
出
発
点
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
中
学
２
年
の

時
、
母
が
亡
く
な
り
漠
然
と
過

ご
す
中
で
「
島
を
出
て
音
楽
学

校
へ
行
き
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
父
は
受
験
さ
せ
て

く
れ
た
も
の
の
、
合
格
し
て
も

進
学
す
る
こ
と
は
許
し
て
く
れ

な
か
っ
た
。
失
意
の
う
ち
に
高

校
へ
入
っ
た
が
、
音
学
部
の
移

動
公
演
で
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
を

演
じ
た
り
し
て
、
そ
れ
な
り
に

楽
し
ん
で
い
た
。
後
に
、
ジ
ャ

ズ
歌
手
の
伊
藤
君
子
さ
ん
の
こ

と
を
新
聞
記
事
で
知
り
、
深
夜

の
テ
レ
ビ
で
歌
う
姿
を
懐
か
し

さ
一
杯
で
見
て
い
た
。

平
凡
に
結
婚
し
、
子
ど
も
も

成
長
し
、
自
分
の
時
間
が
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
時
、「
マ
ン
ド

リ
ン
」
に
出
会
っ
た
。
全
く
の

初
心
者
だ
っ
た
私
も
、
今
で
は

「
豊
中
シ
テ
ィ
・
マ
ン
ド
リ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
に
入
れ
て
も
ら

っ
て
、
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
る
。

老
若
男
女
30
名
ほ
ど
の
中
に
、

米
寿
を
過
ぎ
た
人
が
２
人
い
る
。

年
を
と
っ
て
も
意
欲
を
持
っ
て

努
力
を
重
ね
る
姿
に
い
つ
も
感

動
す
る
。
今
度
の
演
奏
会
最
後

の
曲
は
、
輊
ふ
る
さ
と
軫。
故
郷

の
山
、
青
い
空
、
青
い
海
を
思

い
、
胸
が
ジ
ン
と
す
る
に
違
い

な
い
。

ダ
ム
建
設
の
話
を
チ
ラ
ッ
と

聞
い
た
。
風
景
は
様
変
わ
り
し

て
も
「
妙
見
さ
ん
の
袂
」
と
い

う
点
は
、
い
つ
ま
で
も
消
え
な

い
。

お
達
者
な
ん
な 

（220） 

妙
見
さ
ん
の
袂 （

旧
姓
　
庫
本
・
神
懸
通
出
身
・
57
歳
） 

　

 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

前

田

琴

美

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

妙見橋 妙見橋 

まちの人口／12,046（-20） 男 5,682（-12） 女 6,364（-8） 世帯数4,847（＋1） 
【10月1日現在（　）は前月比】 

 


